
 

 

10 月 31 日はハロウィーンですね。古代ケルトの収穫感

謝祭（サウィン祭）では、この世とあの世の境界が開

き、先祖の霊だけでなく悪霊や魔物も現世へ来ると信じ

られていました。人間たちが悪霊に襲われないよう、自

分も同じようなお化けや魔女の姿に化けて「自分は人間

ではない（仲間だ）」と勘違いさせ、災いから逃れよう

としたのが始まりです。そのためハロウィーンの日はオ

バケや魔法使いの仮装をするようになったそうです。 

今年のハロウィーンはどんな可愛いおばけが出てくるか

楽しみです。 

今回紹介する保育者おすすめの本は、 

せな けいこ作「めがねうさぎ」です。 

天然でマイペースなうさぎの“うさこ”は目が

悪くなり黒縁メガネをすることに。ある日遊ん

で家に帰ると、メガネが無くなっていることに

気づき夜の森に探しに行きます。そんな森に

は、誰かをおどかそうとしている「おばけ」が

待ち伏せをしているのですが、目のわるい“う

さこ”には誰だかわからず。そこで二匹は一緒

にメガネを探すことになったのですが・・・とい

うお話です。 

時々クスッと笑えて心温まるユーモア絵本に

なっています。 

また、この絵本も様々なシリーズがありそちら

もおすすめです。 

機会があればお手に取ってみて下さい。 
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秋の夜長には、七色の虫の声が様々なメロディーを演奏しており、 

まるでオーケストラのように響き渡っています。 

秋が少しずつ深まり始め、『芸術の秋』を感じさせてくれます。 

こども達と、色々な秋を見つけられるのが楽しみです。 

ハロウィーンの仮装は何のため？ 

絵 本 紹 介 

きっずるーむのたくさんあるおもちゃの中でこども達がよく遊ぶのが、 

色とりどりでタイヤもついている B ブロックです。 

B ブロックは年齢によって遊び方が変化します。 

0 歳児のこどもは、保育者が繋げたブロックを分解して楽しみます。 

そこから少しずつ触れる中で、ブロックの繋げ方を覚えて自分から繋げるようになり 

1 歳児から 3 歳児は自分で素敵な車や建物を作って遊ぶ姿もあります。 

4，5 歳児になると誰も真似できないような大きな物を作る子もいます。 

1 つのおもちゃから色々な遊び方をこども達は保育者に見せてくれます。 

そんなこどもからの発見を楽しみながら、きっずるーむで過ごしています。 

10月 15 日は『世界手洗いの日』です。 

『手洗い』は誰もがすぐに出来る衛生の取り組みで、

正しい手洗い習慣をつけることは、いろいろな病気か

ら『自分を守ること』に繋がります。《手のひら》

《爪》《親指の付け根》《手の甲》《指と指の間》そして

忘れがちな《手首》をしっかり洗い、健康を守りまし

ょうね。ちなみに、すべての部位をしっかり洗うには

約 20秒かかると言われています。 

世 界 手 洗 い の 日 


